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　共通テストデータを要約した

簡易統計情報検索システムの開発

石岡恒憲＊

鈴木規夫＊

要　　約

　共通テスト（共通第一次学力試験および大学入試センター試験）の志願者数個別試験の

志願者数，およびその合否状況について，昭和騒年度から現在までの時系列推移をユーザ

が指定するさまざまな表示分類（学部系統別，性別，現浪別，高校課程別，高校学科別，受

験先別，およびこれらの組み合わせ）にしたがって検索／表示できるシステムを試作した．

単に数値だけでなく，Excelによって作成された明瞭な図が提示される。これらの情報は

Webにより提供され，ユーザは特別な設定を必要とせずに，簡単に検索をおこなうことが

できる．

キーワrドl　Apache，cgi，Excel，HTML，Web，Windows，WWW，共通テスト志願者

　　　　　数，個別試験志願者数，合否状況

亘はじめに

　共通テスト（共通第1次試験および大学入試セ

ンター試験）が実施されて20数年が経過した、こ

の澗，志願者に関する膨大な情報が蓄積されてい

るにも関わらずその情報を電子媒体で容易に検索

し入手する手段が現在，存在しない。

　現在，紙媒体で公開されている詳細で一般に入

手三可能な冊子は，大学入試センターが毎年発行す

る大学入試フォーラムである、ここには，当該年

度の各選抜（一般選抜，専門高校・総合学科卒業生

選抜，アドミッションオフイス入試選抜，特別選

振1）毎に，国公私立大別に募集人員，入学志願者

数，志願倍率，受験者数合格者数入学者数，過

欠員数が掲載されている、また，大学入学状況の

撞移としては，時系列の前年度高校卒業者数，現

浪別の入学志願者数，入学者数，入学率，（入学者

の）同一年令比が掲載されている、

　同じく大学入試センターより刊行される「大学

入試センター試験一実施結果と試験問題に関する

意見・評価一」と題される冊子には，出願資格別

の志願者数や，高校卒業見込者・卒業者の学科別

内訳，および男女別内訳があり，さらに都道府県

別の志願者数内訳が掲載されている．

　このように志願者数や合格者数等についての最

も基礎的な情報は幾つかの冊子に掲載されている

が，それ以外の情報についてはどこに，どのよう

な情報が存在しているかを容易に知ることができ

ない．また志願者に関する属性は大別して，本入

の属性（性別，現浪別），志願先の属性（学部系統

別，受験先），出身高校の属性（課程別，学科別）

の3つに分類されると考えられるが，それぞれの

分類，およびそれらの組み合わせによって，志願
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者情報を観察，あるいは解析することは，データ

解析における層別の観点からも非常に重要なこと

である．たとえば，岩田・山田（1993）は学部系統

別にみた国公立大学志願者層の推移について調査

している、また鈴木（1984）は性別と出願学部系統

と受験年数を主因子とし，受験行動に与える影響

について調査している、

　しかしがらこのような研究は，研究者自身が，必

要な度に大量のデータ処理を行って解析結果を得

たものであり，入試研究をより活発化させる意味

でも，できるだけ情報の集約化を計るべきであろ

うと考える、また研究開発部だけでなく，事業部

や管理部等で共通に活用できる検索システムの構

築が望まれる．

　そこで著者らは，過去20数年間の情報を要約し

た統計情報ファイルを作成し，

馨それらの情報が即座に検索でき，

馨それを図として表示し，

馨利用者にわかりやすく提供できるシステムを開

　発する

ことにした、

　著者の一人は以前に，たとえば鈴木（鰺84）にあ

るように過去のデータについての志願者統計情報

を作成しており，どのような情報の蓄積が必要で

あるかのある程度の経験をもっている、この経験

に基づき，著者らがまず検索システムを試作し，

これをベースにして各課とも相談しながら，二一

ズに沿った統計情報の提供をめざしたいと考えて

いる、

　また将来に渡っての基礎的情報の保存という観

点からも，志願者に関するデータベース化は必須

の技術課題である、本システムはそのための手始

めとしたい、

2　システム概要

露．且　本システムの特徴

　我々が提案するのは，志願者マスタ（データ）か

ら中問的な統計情報を要約し，その情報をベース

にして，共通テスト志願者数等の年次変化の様子

を属性（性別，高校課程，高校学科，個別試験の

志願学部系統等）の違いを加味しながら，検索す

ることのできるシステムである、検索上での多少
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の制限は残ることになるが，格納されるデータ量

は少量で済み，短時間で容易に結果を得ることが

できる、

　他の統計情報システム，たとえば総務省統計局

統計センター血tt群／緬㈱、就at，90．jp／が公開す

る国勢調査抽出集計統計表や入口推計などの統計

は，その種類は多いものの全てExcelのファイルと

して提供されているに過ぎない．これに比べ我々

のシステムは，

馨図が即座に表示され，全体としての傾向の把握

　が容易であること

鰯属性に応じたクロス集計ができること

の特徴がある．

　ユーザ（クライアント）からはWebによって

検索可能なシステムとする（図1）．ユーザは特

別な設定なしに，自分のマシンからNetscapeや

htemet　Explore等の好みのブラウザで利用でき

る、JavaScriptは必要としない、またWebサーバ

には，Wi磁owsシステムの標準サーバである互聡

（Microso壬thtemethformationServer）を用い

ずに，セキュリティ上，頑健なApa磁eを用いて

いるのも特徴の一つである（昨年2001年末に前世

界中に猛威をふるったNimdaウィルスは，亙聡の

セキュリティ上の脆弱性を狙ったものである）．

　サーバ側では，Per1によって書かれたcgiプロ

グラムによって，HTML形式で記述された図（共

通テスト志願者数等の数値データを時系列データ

として図に示したもの）およびテキスト（図作成

のもととなる数値データ）を検索結果として返す、

本システムでは検索結果をその都度，動的に作成

するのではなく，全ての検索結果の図表を予め用

意しておき，ユーザが指定する検索条件に応じて
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該当する結果の図表を提示する、これにより，検

索におけるユーザの待ち時間を大幅に減じること

ができる．

　作成すべき図表は全部でそれぞれ数千個である

が，Excdのマクロ（VBA〉の機能を利用して作

成したプログラムを実行することでこれらを自動

的に生成できるようにした．

2．2　検索／表示項目

　本システムで検索／表示できる項目は，以下の3

つ，あるいはその組み合わせである、

　Lセンター試験志願者数

　2．個別試験志願者数（出願）

3。合否状況

Lについては「出願者全体」，「受験者／未受験者

別」，「受験者のみ」を選択できる、

　2．は「出願者のみ」を対象とする、

　3．については「合格者／辞退者／不合格者別」，「合

格者のみ」，「辞退者のみ」を選択できる、

　検索／表示する際に，さらに以下の6つの属性分

類を，最大2つまでの組み合わせで指定できる．

　L学部系統別
　2．性別（男／女〉

　3．現浪別（現役／浪入）

　4．高校課程別

　5．高校学科別

　6．受験先（国私／国立／私立）

　「L学部系統別」については「人社／理工／農水／

医歯薬／保健／教員／その他／H部」の全学部系統ご

とに分類して表示する方法と，「人社」，「理工」，「農

水」，「医歯薬」，「保健」，「教員」，「その他」，「聾

部」といったように特定の学部系統のみを対象と

することができる．これは学部系統ごとの違いを

把握したいという要求の他に，個別の学部系統に

着目した動向を把握したいという要求に応えるた

めの配慮である、学部系統の分類については付録

Cを参照されたい、

　「4．高校課程別」については「全日／定時／通信／

高外」の全課程について分類／表示する方法と，「全

日」のみを対象とするする方法，「定時／通信／高外」

の全日以外を対象とする方法，r高外：外国／高専／

在外／指定／大検」の高校外のみを対象とする方法

が選択できる、

　高校課程別では，「全日」課程がセンター試験の

受験において主流であるので，これに着目した選

び方と，これを除く選び方，さらに例外であると

ころの高校外のみに着目した選び方ができるよう

工夫した、全ての課程を一つにまとめてしまうと，

特に高校外においては「外国／高専／在外／指定／大

検」の区別が図では判読できなくなってしまう．

　「5．高校学科別」については「普通／理数／農業／

工業／商業／総合／高外」の全学科について分類／表

示する方法と，「普通」のみを対象とするする方法，

「理数／農業／工業／商業／総合／高外」の普通を除く

学科を対象とする方法が選択できる、

　これはセンター試験の受験において主流である

ところの「普通」に着目した選び方と，これを除

く選び方ができるようにとの配慮である．

3検索例

　以下は本検索システムにおいて，典型的な，あ

るいは特徴の顕著な検索事例の結果である、シス

テムの操作方法の詳細については，付録Aを参照

されたい．

3．且　「学部系統別」にみたrセンター試験の出

　　願者数」の推移

　昭和騒年度当初，5教科7科目であった共通1

次試験は，昭和62年度に5教科5科目となった、

平成2年にはセンター試験が開始し，私大が参加

するようになった、受験科目においてもいわゆる

アラカルト方式が採用された、

　現在，センター試験の出願者は約60万人である

が，国公立大学への志願者に限れば，その数は昭

和54年度の約34万人から変わらずほぼ一定であ

る．そこでその内訳を把握するために「学部系統

別」，すなわち「入社系／理工系／農水系／医歯薬系／

保健系／教員系／その他／亙互部」の8つの学部系統

ごとに「センター試験の出願者数」を示したのが

図2である．平成12年度において人数の多い方

から順に理工系，人社系，教員系，医歯薬系，そ

の他，農水系，H部，保健系である、

　これより

　L昭和62年度の志願者が突出して多いこと

　2．平成元年から8年あたりまで，いわゆるバブ

　　ル経済のときには入社系の志願者が多かった

　　が，近年は減少傾向にあること
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図2　「学部系統別」にみた「センター試験の全出願者数」　　図3　「高校外課程」における「センター試験の全出願者数」

　3．理工系は昭和63年以降，志願者数が一定で，

　　最新の平成12年度においては人社系を抜いて

　　志願者最大の学部系統となったこと

　4、教員養成系は，昭和54年度においては，人社

　　系，理工系と並ぶ出願数であったが，近年の

　　就職難を反映してか，志願者が減少傾向にあ

　　ること

　5．近年は，医歯薬系，および保健系の志願者が

　　増加していること

などがみてとれる．

　昭和62年度は，この年より5教科5科目とな

り，また複数回の受験が可能となったのであるが，

この年のみが顕著な振る舞いをみせるのは，この

年のみがセンター試験の結果を待たずに個別大学

への出願を行なういわゆる事前出願が実施された

年であることに起因すると考えられる、（事前出願

は翌63年には廃止された、）

3．2　r高校外課程」における「センター試験の

　　出願者数」の推移

　高校の課程を経ない，いわゆる「高校外課程」に

おける「センター試験砂出願者数」の推移につい

て示したのが図3である、このデータは教育社会

学の立場から興昧深いものと思われる、平成12年

度において入数の多い方から順に大検（大学入試

資格検定），高専（高専3年修了），在外（在外教

育施設），外国（外国の学校等），指定（文部大臣

の指定した者）を示す．

　これより

L大検資格による出願者の伸びが顕著で，昭和54

　年から平成12年度までで約6倍に達し5，000

　名を越えていること

2．高専修了資格による出願者は，昭和54年以降

　　むしろ減少しており，近年でも増加していな

　　いこと

3．数的にはそう目立たないが，昭和54年ではわ

　ずか2名であった在外教育施設の出願者が現

　在では200名を越えていること
などがわかる、

3．3　「医歯薬系」におけるr合否状況」の推移

　「医歯薬系」における「合否状況」の推移を示

したのが図4である、平成12年度において入数

の多い方から順に不合格，合格，辞退を示す、

　これより以下のことがわかる．

1。昭和62年度の不合格者が突出して多いのは，

　　その年の入試制度が特異であったことによる

　　影響が大きいと考えられようが，平成2年度

　　以降，不合格者数が増加しており，合格者数

　　がその問，一定である（すなわち入学定員が

　　増加していない）ことを考えれば，近年，医

　　歯薬系が受験生にとって人気であるとみなす

　　ことができる．

2。平成2年以降，辞退者がほぼ一定で300名程

　　度いる．

　本節で示した事例以外にも，着目したい事項に応
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図4　「医歯薬系」における「合否状況」

じて，多くの検索結果を容易に得ることができる．

4　システム運用

データを右揃えにするなど，見やすくするための

幾つかの工夫を施している、さらにスクリプト起

動時に，そのときの日にちと，現在処理している

データが平成何年度までのデータであるのかを自

動的に判別し，これを「データ更新情報」に表示

されるようにした（付録，図9）．これによりユー、

ザは，自分の行なう検索の対象期問を検索開始前

に分かるようになるだけでなく，万一，データに

問違いが発見されてデータ修正が必要となった場

合に，データ修正がシステムに反映されたか否か

が（検索前に）わかるようになる、

　この成形された数値データは，その後Webサー

バの適当なディレクトリに転送することになる．

　これら一連の作業までもが全て自動というわけ

ではない。しかしながら必要な作業単位はほぼ自

動化されており，また作業が年に1回であることを

考えれば，データ更新に伴うメンテナンスにかか

わる労力は軽微なものと考える．また操作マニュ

アルを作成した．

4．2　マシン環境

4．1　データ・メンテナンス

　毎年作成される志願者マスタから，SAS（PROC

FREQ）によって，検索条件となる全ての属性を含

んだ中問的な集計データファイルを作成する、次

にこの中間データファイルについてExcelのVBA

プログラムを動作させ，検索の際に指定するパラ

メータに応じた，図，および図作成のもととなる

数値データを作成する．これらはExcelのマクロ

機能を利用することで，自動的に生成できるよう

にしてある．

　図はgif形式で作成されるので，検索結果として

返すHTMLファイル中には，これらgifファイル

名を埋め込む形で記述している、したがってこの

新しく作成したgiぞファイルをWebサーバの適当

なディレクトリに転送するだけで済む．

　一方，図作成のもととなる数値データは，HTML

のtabie形式に変換する必要がある。数値データ

をそのままテキスト形式で格納したのでは，桁が

あわずに見苦しいものとなるからである、著者ら

はこのためにデータ成形用の簡単なスクリプトを

作成した．このスクリプトでは，Excelの数値デー

タを単にHTML形式で保存するだけでは実現で

きない項目ラベルを追加し太字にする，また数字

　現在のマシン環境，ならびにシステムに用いて

いる言語，ライブラリ，応用ソフトウェアは，以

下の通りである、

脚ebサーバg　Sony　VAIO　PCG－R505（Wi蝿ows

　2000Pro蚕essional）十Apach．e　L3。14

蝋Pl／／www。apac血e。・rg／

　Apacheは現在，インターネット上で圧倒的に多

　く使われているフリーのWebサーバ・ソフトで

　ある、

cg壷Per豆v5．6。O

　lhttpl／／www。ActiveState。c（）m／ActivePer丑／

　ブラウザからの入力を受けてWebサーバ上で動

　作するプログラムはPerlによって作成した．

cg豊一盤b．P豊3Version2。18

血ttPl／／cgHib／berkeleyedu／

　フォーム入力を扱う上で役に立つPeri言語用の

　入力ユーティリティを用いた．

Ml置croso能Exce量g検索結果の図を作成するのに

　使用した．図はgiぞ形式で格納される、

5　今後の方針

共通テスト志願者数，ならびに個別試験志願者
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数，およびその合否状況について，すなわち出願

から受験，および結果についての最も基本的な統

計諸量について，昭和54年度から現在までの推

移をユーザが指定するさまざまな表示分類にした

がって観察できるシステムが試作できたのではな

いかと考えている．今後は以下について検討を加

えたい．

　L検索情報の検討

　　現在，事業部，管理部にもURLを公開の上，

　　運用中である、

　　今後は，どのような属性が検索対象として必

　　要かを関連部署との間で検討しながら仕様を

　　つめてゆきたい、

2。検索フローについての検討

　　検索から表示，およびおよびその操作の繰り

　　返し等，一連の検索フローについて不備／使い

　　にくさがないか，検討を加える．

辞謝

　論文を改訂するにあたり有益なコメントをいた

だきました2名の匿名の査読者に厚くお礼申し上

げます．

付　　録

A　システム操作方法

　ユーザはNetscapeやhtemet　Exploreなど好

みのブラウザを立ち上げ，

http3／／dada。rd．dnc．ac　J　p／dadaノ

と入力する．現在は，センター内（、dnc．ac．lpドメ

イン）からのみ，検索可能となるよう設定をして

いる、すると図51のような画面が現われる．

操作恥検索／表示項目を指定する．

　複数を指定した場合は，指定した全ての表示項

目について表示する．特に指定しなければ（初期状

態では）「センター試験志願者数」を表示する、図5

は検索開始時における初期状態での画面である、

操作急表示分類を選択する．

分類すべき項目は最大2つまで指定できる．指
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図5　検索開始画面
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定しなくても構わない．複数を指定した場合は，

その組み合わせごとに表示する．たとえば「学部

系統別」と「性別」の2つを選択したなら，入文

社会系を男女別に，理工系を男女別に，という風

に表示する．

　特に指定しなければ「学部系統別」に設定され

る。ここでは初期状態のまま，すなわち「学部系

統別」のみを選択するものとする、

　「検索条件クリア」で画面で指定した検索条件

がクリアされる（初期状態に戻る）．

操作翫画面の「実行」ボタンをクリックする、

　画面にexcelの結果が図（gif形式）で表示され

る（図6）、

　この結果は「センター試験の全出願者数」を，「学

部系統別」に，すなわち「人社／理工／農水／医歯薬／

保健／教員／その他／II部」の8つの学部系統ごとに

分類したものである、

　図の下にあるrテキストデータ表示」をクリッ

クすると，その具体的な数値を得ることができる

図7　テキストデータ表示

『
3

議
灘
鱗
難
鞭

iiiiiiiiiiilii

図8　ヘルプ画面

（図7）．

検索開始画面では「操作方法ヘルプ」が利用で

きる（図8）．単なる操作方法の説明だけでなく，
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馨同一の合否結果が生じた場合，前期日程（A日

程）に出願した大学・学部へ出願したものとし

て取り扱う、

以下は2校受験した場合における，出願先の具

体例を表にまとめたものである．

付表判定した出願先とその合否状況

出願（1）　出願（2）判定した出願先

合格　　不合格

不合格　合格

合格　　辞退

辞退　　不合格

合格　　合格

不合格　不合格

出願（！）合格

出願（2）合格

出願（1）合格

出願（！）辞退

出願（1）合格

出願（！）不合格

図9　データ更新情報

操作上の注意事項や，「個別試験における出願学部

の決定方法について」（付録Bに同文掲載）の説

明が引けるようになっている、

　データ更新をすると自動的に「データ更新情報」

が修正され，平成何年度までのデータが検索／表示

できるかが検索開始画面で確認することができる

（図9）．

聾　個別試験における出願学部の決定方法に

　ついて

出願学部を以下の規則に従い判定する、

麟校のみに出願しているときは，その大学・学

部へ出願したものとする、

馨複数校出願した場合には，以下の優先順位に基

づき出願校1校に限定する、

優先順位鏡

優先順位21

優先順位31

優先順位41

合格

辞退

不合格

未受験

馨辞退者とは合格したが辞退の申し出をした者，

または前期日程試験に合格したが入学手続きを

とらなかった者をいう、
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C　国公立大学における学部系統一覧

1人文社会系1

文学部

外国語学部

国際文化学部

人間文化学部

人文学部

社会学部

社会福祉学部

行政社会学部

福祉社会学部

法学部

法経学部

経済学部

経営学部

商学部

商経学部

経営経済学部

経営情報学部

情報学部

社会情報学部

学芸学部

文教育学部

発達科学部

入間科学部

人間社会学部

総合人間学部

国際関係学部

国際学部

国際情報学部

人文社会科学部

法文学部

入文社会学部

文1系
文2系
文3系
文科一類

文科二類

文科三類

総合政策学部

地域政策学部

1理工系1

理学部

情報科学部

工学部

基礎工学部

鉱山学部

システム工学部

工学資源学部

工芸学部

芸術工学部

電気通信学部

情報工学部

理工学部

コンピュータ理工学部

総合理工学部

膿水産系1
農学部

園芸学部

農学生命科学部

獣医学部

畜産学部

商船学部

水産学部

繊維学部

生物生産学部

生物資源学部

生物資源科学部

1医歯薬系1

医学部

ソフトウェア情報学部　理科三類（東大）

システム科学技術学部

環境理工学部

環境科学部

環境共生学部

生命理工学部

理1系
理2系
理3系
理科一類

理科二類

理科三類（北大）

第1類
第2類
第3類
第4類
第5類
第6類
第7類

歯学部

医学専門学群

薬学部

蘇健系1

看護学部

看護福祉学部

衛生看護学部

保健学部

保健医療学部

保健福祉学部

保健科学部

保健医療福祉学部

轍育系1

教育学部（教育学）

教育学部（教員養成）

体育学部

体育専門学群

文化教育学部

教育文化学部

教育人間科学部

教育福祉科学部

教育地域科学部

1その他の系1

家政学部

生活科学部

食品栄養科学部

栄養学部

生活環境学部

人間環境学部

環境人間学部

芸術学部

芸術専門学群

美術学部

美術工芸学部

デザイン学部

音楽学部

情報文化学部

文化学部

事業構想学部

地域科学部

第一学群

第二学群

第三学群

教養学部

文理学部

総合科学部

総合管理学部

総合情報学部

図書館情報学部

臨部1
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A Prototype 
System for 

of Statisticai Information Itetrieval 

National Common Test in Japan 
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Abstract 

We present a prototype of seeking for statistical examination data covering from the 

number of applicants to national common test to the number of successful candidates for 

national/local public universities. A user can specify the classification category such as 

departments of university) sex~ straight or not after graduating from high school, courses 

of study in high school~ and their combinations~ with ease. Our system will show the cor-

responding gif formatted graph as well as the textual table from 1983 to current year. All 

information can be provided via Web; special equipment or environment is not required. 

Key words: Apache~ cgi, Excel? HTML, the number of applicants to national com-
mon test, the number of applicants to national/local public universities, 

the number of successful candidates for national/local public universities, 

Web, Windows~ WWW 

* Department of Applied Measurement? Research Division, The National Center for University Entrance Ex-
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